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学校歯科保健におけるプリシード・プロシードモデルを活用した部蝕。歯肉炎予防事業の成果
学学連携による支援強化の試みについて
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本研究の目的は,学学連携により小学生の部蝕および口腔内の実態を把握し,効果的なヘルスプロモーショ

ンを展開する事で児童のQOLを 向上させ,一人平均部歯数 0を 目指すことである.我々は新潟市立真砂小

学校の部蝕・歯肉炎予防プログラムについてプリシードプロシー ド・モデルを基に策定し,平成16年から毎

年内容を修正しながら地域全体で取 り組める予防支援型のヘルスプロモーションを展開し,一定の成果を上

げてきている.そ こで本報では,平成19～24年の春期集団歯科健診の結果より.我々の実施した部蝕・歯肉

炎予防プログラムに対する評価を行った.その結果,平成24年 度の歯脅歯罹患率は2■ %(新潟市平均122%),

一人平均歯言歯本数はOЮ 2本 (新潟市平均023本 )に まで減少し,新潟市平均との差は統計学的に有意であっ

たことより (p<001).プ リシー ドプロシー ド・モデルを用いて策定した離蝕・歯肉炎予防プログラムは,

曹島蝕および歯肉炎の予防に有効であることが示唆された。

キーワー ド:プ リシー ド・プロシー ドモデル,学校歯科保健,個別対応型口腔保健活動,治療介入,予防プ

ログラム
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緒言
善を図っている (図 1).本報ではこのプログラム

の内容とその展開および予防効果に対する評価を

行ったので報告する.学校歯科保健活動はセルフ・ケアと定期的なプロ

フェッショナル・ケアで成立させることが理想であ

る.今回対象となる真砂小学校は本学から徒歩10分
の近隣に位置しており,学学連携を積極的に行える

環境にあることから,平成16年 より著者が真砂小学

校の学校歯科医に就任したことを契機に,1991年 に

アメリカのローレンス・グリーンによって開発され

たプリシード・プロシー ドモデル
ト3)に
基づいた積

極的な歯1蝕・歯肉炎予防プログラムを構築 し,

PDCAサ イクルを回して準備 。強化 。実現因子の改

対象および方法

1.対象 :新潟市立真砂小学校の全児童 (児童数 :

平成19年455名 ,平成20年 436名 ,平 成21年 423名 ,

平成22年 402名 .平成23年 403名 ,平成24年 391名 )
2.期間 :平成19～24年
3.方法 :

1)歯再蝕・歯肉炎の診査および有病状況の解析方法 :

春期に行う全児童を対象とした集団歯科健診の結果

原稿受付 :2012年 11月 28日 ,受理 2012年 12月 20日

連絡先 :〒 950-2086 新潟市西区真砂3-16-10 明倫短期大学 木暮ミカ TEL025-232-6351(内 線161)
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図 1.真砂小学校における部蝕予防プログラムとプリシー ドプロシー ドモデル対象項目との関係

|十んこうノート」に診査結果を記入し、保護者に確認して

総合学習前の歯肉の状態を審査―前歯部の歯肉のホ

公舅講座

「親子歯みがき教室j

学習後の歯肉状態を診査・撮影し、学習前後のデータ

治療と螺蝕予防についての講話、親子歯みがき指導 (特

リジナル手帳「歯のけんこうノート」歯ブラン・デンタルフロ

治療勧奨書発行
に保健活動を評価し、今後の強化

別歯磨き指導 (自 己観察)および専用ガムによる咀

保健委員会開催
年 :歯はどこが汚れやすいつ―第一大臼歯を守ろう― (歯垢

II交合・歯列・歯垢・歯肉の状態等を診査 (春期の健診時

「歯のけんこうノート」に記載し、保護者に確認して

児ヽ童で希望者のみ、養護教員が

保護者の了承が得られた場合、歯科治

了後は治療内容の報告書を作成し、各人の保護者に

※学校保健委員会構成 :学校医 (内科医、耳鼻科医、眼科医、歯科医 )・ PTA会 長・学校職員 (校長、教頭、教務
主任、給食主任、体育主任、養護教諭、栄養士 )

図 2.真砂小学校年間事業
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11月
11月

事業名

1-6年生全員 春期集団歯科健診

3年生
総合学習「歯の健康につ

いての調べ学習」

2年生とその保護者
明倫公開講座「親子歯み

がき教室」

学校保健委員※ 真砂小学校保健委員会

1-6年生全員 歯科口腔衛生指導

春期健診にて治療勧告
の出た生徒のみ

秋期歯科健診

希望者のみ 集団歯科治療3月
3月

保健行動評価尺度

行動・環境診断

環境評価尺度

健康教育評価尺度
運営・製作診断

児童本人の永久歯朧蝕の予防に関する保健行動

準備因子評価尺度

保護者の理解や支援

実現因子評価尺度
保健行動を実際に起こす際の受け皿および児童本

公開講座、総合学習、保健委員会、歯科衛生指導、集団歯科治療

、総合学習「歯の健康についての調べ学習」(0年 )

直接意見交換

強化因子

小学校校長、教頭、

歯科衛生士、

‐「栂 0け ,こ う′―卜」 フロス 歯鏡扇苺 歯肉炎検査

総合単習

「 歯の健晟についての調べ学習」

対象:3年生

明薔見学■



より,永久歯一人平均音再歯数,DMFT指数,歯垢
付着率.歯肉炎所有者率および歯科治療勧奨者率と

歯科治療修了者率を算出した.DMFT指数とは集
団における一人平均のD(Decayed tooth i未 処置

歯再食虫壱])λ I(NIissing tooth;because of caries: 歯再

蝕が原因で抜去された歯)F(Fmed tooth:部 蝕が

原因で処置された歯)歯数を表したものである.

なお統計手法は正規近似式による比較および

Mantel― Haenzel法 を用いた.

21歯離虫・歯肉炎予防プログラム

真砂小学校で実施している歯再蝕・歯肉炎プログラ

ムを図 2に示す。プリシード・プロシードモデルに

おいて,プログラムの企画でプリシード診断を適用

し,プ ログラムの実行においてプロシードによる評

価を行う.具体的には学校保健委員会で各委員から

フォーカス・グループ法により歯科衛生指導内容に

関するヒアリングを行い,春期集団歯科健診の結果

およびヒアリングで出された意見を基に取り組むベ

き因子を決定する.なお,真砂小学校では平成22年
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より強化因子として「 2年生保護者のQOL向上 (仕

上げ磨きとデンタルフロスの使用)」「 3年生の歯肉

炎予防」「治療勧奨者への個別指導と積極的な治療

介入による治療率の向上」の 3点を抽出し,下記の

対応プログラムを企画・実施している.

(1)「親子歯磨き教室」:2年生とその保護者を対

象に,明倫短期大学の公開講座として実施している.

講座は2部構成となっており,前半は保護者のみを

対象とした歯再蝕予防と矯正治療についての講話 (図

4-1),後半は保護者が歯鏡を使って児童の回腔内を

観察しながら仕上げ磨きとデンタルフロスの使用法

を習得する (図 4-2)。 その際,著者が製作したオリ

ジナルコミュニケーションノー ト「歯のけんこう

ノー ト」 (図 3)に転記された春期歯科健診結果を

直接確認してもらった後,歯垢染め出し→歯みがき
→仕上げ磨き→フロッシング→口腔内確認の順に進

める。

(2)「歯の健康についての調べ学習」:3年生の総

合学習として 5月 から10月 にかけて実施している。

木暮ミカ ほか :学校歯科保健におけるプリシード・プロシー ドモデルを活用 した舗蝕・歯肉炎予防事業の成果

春期歯科健診の結果を転記 秋期歯科健診の結果を記載

春期結果の経過と

新規疾病の有無を

確認

疾病が深刻な

場合は口腔内

写真を貼付

治療の必要性を

所見に記載

保護者に内容を確認してもらう。

返却後は保健室で保管 (紛失防止のため)

図 3. 歯のけんこうノー ト

4-1親子歯磨き教室 (保護者対象講演)  4-2親 子歯磨き教室 (歯みがき指導) 4‐3総合学習 (醸蝕についての講話)

4‐5秋期歯科健診後の個別指導

■鶴:11‐

11111=

4-4秋期歯科健診

図 4.韻蝕予防プログラム実施風景
4‐6集団歯科治療
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5-2治療報告書

図 5.集団歯科治療で保護者に渡すクリニカルパスと治療報告書

S-1ク リニカルバス

学習開始時と終了時に全員の歯肉のポケット測定 ,

炎症状態の視診,前歯部の回腔内撮影,商高蝕と歯肉
炎に関するQOL調査を行い,学習の成果を評価す
る.学習期間中に学校歯科医による歯高蝕と歯肉炎に

関する講話と歯みがき指導 (図4-3),明 倫短期大学

見学を実施している.

(3)「秋期歯科健診および集団歯科治療」:春期歯

科検診の結果,治療勧奨書が発行された者のみを対
象に,秋期歯科健診においても未治療である児童の
うち希望者のみを対象に,歯再蝕・咬合・歯垢・歯肉

の状態等を診査し,「歯のけんこうノー ト」に記載

する.状況が深刻な場合は問題部位を写真撮影し,
ノー トに貼付して保護者に確認してもらっている

(図 3,4-4).ま た,春期健診時と比較 し改善がみ
られない児童についてはその場で歯科衛生士による

個別指導を行っている (図4-5).健診後は「歯のけ

んこうノート」を保護者に返却し,内容を確認して
もらう.更 に要治療者には治療勧奨書を発行し,早
期治療を促しているが,3月 までに未治療の者に対
しては,希望者を対象に養護教員の引率のもと,本
学附属歯科診療所で集中歯科治療を行っている (図

4-6).治 療前に回腔内診査を行ってクリニカルパス

を作成し (図5-1),治 療予定内容について保護者の

同意が得られれば,ク リニカルバスに従って治療を

開始する。治療終了後は治療内容を記録した治療報

告書を作成し,保護者に送付している (図 5-2).

結果

1.歯再蝕・歯肉炎の有病状況,歯垢付着状況および

治療勧奨者と治療終了者の推移

春期集団歯科健診ならびに治療勧奨状況の結果を

図 6に示す.歯再蝕・歯肉炎の有病状況,歯垢付着状
況は経年的に改善されており,治療勧奨者も減少傾
向にある(p<001).平 成24年度のDMFT指数は2.1%
(新潟市平均12.2%),一 人平均歯脅歯本数はOЮ2本 (新

潟市平均0.23本 )ま で減少した。この成績は本年度
の新潟市内の全小学校において第一位の数値であ
る
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■|.治療終了者率

・・1,・ 治ヽ療勧奨者率

6-6治 療勧奨者率と治療終了者率 (H19～ H24)

図6 真砂小における経年的変化

2.公開講座「親子歯みがき教室」への参加状況
本講座への参加状況を表 1に示す.保護者の参加
は初回が44%であったのに対し本年度は60%に上昇

しており,プログラムの展開に伴って経年的に増加

している。講話テーマの要望や質疑の内容は歯脅蝕予

防と矯正治療に集中するが,近年口臭や食生活に関

する質問が増えている
4‐5).

表 1.公開講座「親子歯みがき教室」参加状況の推移

H24
68

児童参加率 (%) 100

保 率 (%) 60

考察

文部科学省の学校保健統計調査によると,平成23

年度の歯科疾患実態調査において,新潟県の12歳児
の一人平均むし歯数は0.68本 となり,全国最少12年

連続日本一を達成した
61.新
潟県は昭和56年 に子ど

もの離蝕予防に重点を置いた「むし歯半減10か年運

動」を開始し,新潟市においても全国に先駆けて学

校等における集団フッ化物洗口や,学校と歯科医が
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連携したむし歯予防を積極的に推進した.その結果 ,

DMFT指数は平成 4年に56.2%であったが平成21年

には144%に まで減少している7).今回ヘルスプロ

モーションを展開している真砂小学校では,プ リ
シー ド・プロシー ドモデルに基づいた積極的な歯再

蝕・歯肉炎予防プログラムを構築し,PDCAサ イク
ルを回して準備・強化・実現因子の改善を図った結

果,DMFT指数,永久歯一人平均歯再歯数ともに減
少傾向を示し (図6-1,図 6-2),い ずれの年度におい

ても新潟市平均値より低い結果となった.ま た,真

砂小学校は厚生労働省が日標として掲げている「健

康 日本21」 の目標値である「平成34年 度までに12

歳児の一人平均歯再歯数を ■0歯未満とする」81を現

時点で既に達成しており,新潟県 。新潟県教育委員

会・新潟県学校保健会が主催する「新潟県 よい歯

の学校」で優良校を4年連続で受賞するなど一定の

効果が得られている.ヘルスプロモーションは,単

に企画 。実行されれば良いというものではなく,実

行後の評価とそれを反映したプログラムの再構築と

いったPDCAサ イクルを回していかなければ目標達

成は難しい。真砂小学校における最終日標は「卒業

時の永久歯一人平均歯呂歯数を0にする」であり,そ
のためには歯再蝕・歯肉炎に対する自己防衛の基本的

な技術である国腔清掃方法の習得と,QOLの 向上

を図る必要がある.今回の結果より, これを達成す
るには従来型の集団指導ではなく,各人の回腔内状

況に対応した個別対応プログラムが有効である事が

示唆された。

しかし,歯垢付着状況および歯肉炎所有者率につ

いては全体的に減少傾向は見られるものの変動が激

しく,平成22年 は新潟市平均を上回る結果となって

いる.こ れは歯みがきの習慣は定着しているものの,

歯の磨き方自体が交換期の変化の激しい歯列の状況

に対応しきれていない事が原因と思われる (図 6-3,

図6-4).ま た,平成23年 より実施している 3年生を

対象とした歯肉ポケット測定によって,下顎前歯の

歯肉炎が顕著に認められたことより,小学生にとっ

て下口唇を排除して下顎の前歯唇側面歯頸部に歯ブ

ラシを当てることは難しいということがわかったの

で,今後の強化因子の一つとして検討していきたい.

歯科治療勧奨者率については治療介入後の平成23

年は前年度に比して-20■ %と 大幅に減少した.しか

し,治療終了者率には上昇傾向が見られなかった (図

6-6).こ れは歯科治療勧奨に従う意志のない者の絶

対数自体に変動がないことと,平成23年 の新入生の

木暮ミカ ほか :学校歯科保健におけるプリシー ド・プロシードモデルを活用 した鵠蝕・歯肉炎予防事業の成果
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口腔内状況が例年に比べ悪く,かつ保護者の回腔に

対する認識が低いことに起因していると思われ

る
9).ま
た,未治療者の学校生活および家庭環境を

調査したところ,デンタルネグレクトの兆候が疑わ
れるケースがあるため,今後は学学連携にとどまら
ず,虐待防止ネットヮークとの連携も視野に入れた

支援強化を検討する必要がある.

¢士
=△T口 面冊l

真砂小学校において,プ リシードプロシード・モ

デルを基に策定した歯再蝕 。歯肉炎予防プログラムを

実施した結果,次の事が明らかになった。
1.従来の集団指導ではなく,個別対応型の歯科保
健指導を導入することにより,DMFT指数および
一人平均歯再歯数は有意に減少傾向を示した。

2.歯高蝕・歯肉予防についての準備・強化・実現因

子を把握 してPDCAサ イクルを回す事は,「卒業時
の永久歯一人平均歯脅歯数を0にする」という目標達

成に向けての学学連携の強化と保護者の行動変容に

有効であることが示唆された.
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